








 

新たに採集された標本

保管されている標本

実験室での作業

データ解析

　一般的な遺伝子配列解析技術によって，未同定標本のDNAバーコードを決定することができます．DNAバー
コーディングは以下の三つの作業から成り立っています．

• 実際の生物を扱う作業： 生物の採集および同定，適正な機関での証拠標本の保管
• 実験室での作業： 標本の組織からのDNA抽出およびDNAバーコード配列の決定
• データの管理作業： 公開データベース上でのDNAバーコードおよび証拠標本情報の共有

　DNAバーコード配列の長さは約650“塩基”です（A，C，G，Tの文字で表されます）．こ
れは生物の全ゲノムを構成する莫大な塩基のごく一部です．DNAバーコーディングは
新たに発見された遺伝子ではなく，既知の遺伝子を用いて行われます．DNAバーコード
は標本の同定に用いられるもので，創薬のような生物医学的な用途に使われるわけで
はありません．

�y DNAバーコード決定作業にかかる費用は，機材が揃った研究室の多くでは約2～5ドル，場合によってはそれ
以下です．大抵の研究室ではこの作業に2～3時間を要しますが，現在では早ければ90分間におさめることも可
能です．コストは下がり続けており，作業に必要な時間も短くなりつつあります．数年以内に，DNAバーコーディ
ングにかかる費用は数円になり，作業はたった数分で完了するようになるでしょう．
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以下もご参照下さい
DNAバーコーディング

国際バーコードオブライフプロジェクト: http://www.ibol.org/
バーコードオブライフデータシステム: http://www.boldsystems.org/ 

コネクト−DNAバーコーディングのコミュニティネットワーク: http://connect.barcodeoflife.net/

遺伝子資源へのアクセスと利益配分
生物多様性条約: http://www.cbd.int/

スイス科学アカデミー「遺伝子資源へのアクセスと利益配分」: http://abs.scnat.ch/

詳細については下記までご連絡ください
バーコードオブライフコンソーシアム事務局

　バーコードオブライフコンソーシアム（CBOL）はDNAバーコーディングを種の同定の世界標準とするため
の国際的なイニシアチブとして2004年にアルフレッド・P・スローン財団の支援の元に発足しました．CBOLは
現在50の国々の200の機関からなり，ワシントンD.C.にある国立自然史博物館に設置された事務局のもと活
動しています．

バーコードオブライフは多くのパートナーと協力者からなる国際的なイニシアチブです
www.barcodeoflife.org

National Museum of Natural History, Smithsonian Institution
P.O. Box 37012 MRC 105
Washington, DC 20013-7012
Tel: +1-202-633-0808 Fax: +1-202-633-2938
CBOLInfo@si.edu http://www.barcodeoflife.org/cbol

日本での問い合わせ先：
日本バーコードオブライフ・イニシアチブ（JBOLI）
〒153-8902 東京都目黒区駒場3-8-1
東京大学大学院総合文化研究科
広域科学専攻広域システム科学系　伊藤元己研究室
電話・Fax: +81-(0)3-5454-4305
info@jboli.org http://www.jboli.org/


